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はじめに　～働き方改革と離職防止の必要性～

日本全体の看護職数の就業者数は、2020年で173.4万人

今後の需要推計では、2025年度に194.5万人、2040年度に210.1万人が必要

看護学生の入学者数は、2018年の67,026人をピークに減少

有効求人倍率は、3倍を超える訪問看護が最も高く、続いて病院が高い

人口減少・多死社会においては、単にヘルスケア分野の人材を増やしていく政
策ではなく、一人当たりの生産性や価値を高める政策が求められる

20年で看護職を10％（17万人）増やすより、価値や生産性を10％増やして、
処遇を10％増やす方が現実的である



本日の内容

働き方改革　～ケアプロの事例～

離職防止　～東京女子医科大学の事例～



ケアプロの事例





子育て中の看護師・保健師がテレワーク

健保のオンライン保健指導

人事や行政向けにオンライン健康セミナー

オンラインでの仕事





看護師一人当たり月15,000円のICT投資

看護師一人当たり月30,000円の訪問看護売上増

スマホで看護記録、勤怠、経費精算

テレワーク、直行直帰

AIによるシフト作成

DX化



＜メリット＞
申し送りがリアルタイム
看護師の情報検索負担が軽減
相談や助言で質向上

　「血圧低下の件」
　「患部の状況」等の投稿

コミュニケーション向上
精神的安心

チャット活用



教育ツール











仕事依頼

副業（働き方改革）をDXで推進



東京女子医科大学病院の事例



2023年12月、顧問就任



再生プロセス

2024.03.29　警視庁による捜査
2024.04.19　第三者委員会の設置
2024.08.05　教職員向け説明会
2024.08.16　諮問委員会の設置
2024.08.19　岩本絹子理事・評議員の解任
2024.10.21　新理事・監事・評議員の選任
2024.12.13　改善計画書の提出
2024.12.20　本院ワーキングの設置
2025.01.31　学内横断的タスクフォースの設置



本日のまとめ

働き方改革　～ケアプロの事例～
　　#テレワーク　＃デジタル活用　＃副業　

離職防止　～東京女子医科大学の事例～
　　＃組織改革　＃業務改善　＃処遇改善　＃イメージ改善


